
受講者は講義で理論を学んだ後、技術訓練に参加する。各ス

テーションに分かれ、ドイツ ウェーバー社 のインストラクター

＆FUNAYAMAスタッフ と共に実践訓練を行うのである。実際に

車輌を使うリアルな訓練だ。ウェーバー社の素晴らしいレス

キューツールを体験できる。三日間での破壊車輌数は、実に７０

台にも及ぶ。それほどまでに「rescue DAYS.JP」は、実践に力を

注いでいるのである。

受講で得たその技術を、いつ起こるかわからない車輌事故にす

ぐにでも役立てて欲しい。従来の救助方法と融合させつつ、より

高度な救助活動に繋げて欲しい。その強い願いこそが「rescue

DAYS.JP」の原動力となっているのだ。

熱心にインストラクターの言葉を、技術を吸収しようとする消防

士の姿に、毎年胸が熱くなる。人命救助の最前線で活躍する彼

らにとって、「rescue DAYS.JP」 での経験は何ものにも代えがた

いものとなるのは間違いないだろう。

人命救助のプロフェッショナル達の熱い一日がいよいよ始まる。

NOVEMBER 3DAYS，2017 14TH～16TH
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今シーズンもいよいよ開幕！ 11/14（火）～11/16（木）

リアルに再現された事故現場のなか、ヨーロッパの最新救助技術が体験できる、最高のシチュエーション。

理論と実践。すぐにでも人命救助に繋げる事ができる。完璧なプログラム。それが「rescue DAYS.JP」である。

今回が六回目となる、日本唯一の大規模イベント「rescue DAYS.JP」。

昨年より、この長岡市市営スキー場での開催が実現。FUNAYAMAホームとなった。

前夜祭 11/13（月） 長岡市営スキー場 第二ロッヂ ２Ｆ

昨日、ここ長岡市市営スキー場 第二ロッヂにて「rescue DAYS.JP 2017」 前夜祭が盛大に行

われた。国内もとより、海外各国から客人を招き、グローバルな雰囲気の中での話題は尽きる

事がない。長岡市新市長磯田様からも激励と歓迎の言葉を頂いた。

ゲストは盲目のピアニスト佐藤ひらりさん。素晴らしい演奏は会場をひとつにした。すべての人

の心をあたたかくしてくれた。「千本桜」、「I Will Always Love You」etc…。そしてアンコールには

「幸せなら手をたたこう」で楽しいひと時を演出。その楽曲全てが人々に勇気を与えた。

今日から始まる「rescue DAYS.JP」 。熱い三日間にふさわしいオープニングイベントであった。

実習参加者： ７３名

今日も、3つのステーションで実践さな

がらのレクチャーが行われる。

「rescue DAYS.JP」 first day

健闘を祈る。

前夜祭会場のロッヂには総勢200人が集った

ひらりちゃんの透き通るような素晴らしい歌声

ご 自 由 に お 持 ち 帰 り く だ さ い

日本唯一の大規模イベント / 受講消防士： 210人 / 破壊車輌数： 64台 / 見学来場者数見込： 700人

磯田長岡市長 李明憲氏(台湾)の日本語に

よる素晴らしいスピーチ


